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〈シンポジウム〉

『色彩から考える香粧品学～色がもつ不思議な力と効果～』

波長制御技術による肌の色を好ましく見せる LED照明器具の開発
岩 井 　彌 *，斎 藤 　孝，山口サヤカ

Development of LED Lighting Luminaire for Realizing Preferred Appearance  
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Abstract
This study aims to establish spectral characteristics in order to develop Light Emitting Diode （LED） light sources 

which improve the appearance of facial skin color, the important visual target for us. We conducted a subjective experiment 
with a novel index of the preference of facial skin color “PS” under various Correlated Color Temperature （CCT） and Duv 
（the distance from the blackbody curve for the color temperature） conditions. The results show the best ranges of PS and 
Duv differ depending on CCT. It is also found that the key spectral component for preferred appearance of facial skin color is 
in the range between 570 and 580 nm.

Key words: LED, skin color, lighting, Correlated Color Temperature, Duv.

1.　は じ め に

すでに一般家庭にまで普及しており，長寿命で省エネ
ルギーな光源としてよく知られている LED （発光ダイ
オード： Light Emitting Diode）ではあるが，一方で，従
来光源に比べて分光放射分布の制御が容易であるという
特徴を持っている。今回，この LEDの特徴に注目して
開発された，ヒトの肌色を好ましく見せる LED照明器
具の開発に採用された技術内容を紹介する。

2.　日本人女性の肌色の好ましさ評価指数 PS

照明器具に開発にあたって，まずは，380から 780 nm
という幅広い範囲（可視光）にわたって，どのような分
光放射分布にするのかを決めなければならない。しか
し，5 nm単位で考えても，81次元の解を求めることに
なり，トライ &エラーで簡単に求まるものではない。
ねらいの分光放射分布の明確化を効率的に進めるために
は，ねらいとする演色を実現できたかどうかを判断する
評価指標の設定が不可欠である。
従来，照明光源の演色性を評価する指標としては，平
均演色評価数 Ra

1）が用いられてきた。これは，試験光下
での色の見えが基準光下での色の見えに比べ，どれだけ
一致しているか，つまり，色の見えの忠実性を評価する

指標であるが，Raの大小では，必ずしも色の見えの好
ましさを評価できないことが報告されている2）。オフィ
スや住宅，店舗等の一般照明環境下では，本来の物体の
色を正しく見せることよりも，どれだけ好ましい色に見
せているかが重要になることが多い。特に，ヒトの肌の
色，とりわけ，女性の肌の色については，照明分野に限
らず，印刷，写真，テレビ等のさまざまな分野において
も，物体色の好ましさとして重要な評価対象の一つとさ
れてきた3）–11）。矢野らは，日本人女性の好ましい肌色の
色度点を明らかにし，照明光の分光放射分布から日本人
女性の肌色の好ましさを評価することのできる指数 PS 
（Preference Index of Skin Color）を提案した12）。ここで
PS値は 100に近いほど肌色が好ましく照明されている
と判断される。
今回紹介する LED照明器具の開発にあたっては，こ

の指数 PSに注目して，肌の色の見えに関する主観評価
実験を行い，日本人の肌の色を好ましく見せる光色の明
確化を推進した。

3.　指数 PSの LED照明光への適用性の検討13）

指数 PSは，赤色・緑色・青色の 3種類の蛍光ランプ
の組合せにより作成された照明光を用いての評価実験の
結果から定量化されたものである。したがって，蛍光ラ
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